













































































































































































までに中国人留学生が 3,000 名入学しています。 












21 か条と 1919 年の五四運動以降、留学生が激減
































































































































































































































































































個の大学として作られますが、2 代目および 4 代目
の本間学長はこの東亜同文書院の最後の学長で
ありまして、それから学生、教員も非常に東亜同文
書院の関係者が多いこともあり、やはり後継校かと
言えます。現在の東亜同文書院大学記念センター
なのですけれども、かつては愛知大学の本館であ
りました。木造の建物です。 
 
それから特に卒業生の方々がですね、戦争中、
先ほども大城先生の話もありましたけれども、心な
らずも学徒動員され各地の部隊に入営せざるを得
なかったことから、戦後、彼らの多くは様々な分野
で日中友好の架け橋となるような活躍をしていらっ
しゃいま。同時に愛知大学も「世界文化と平和へ
の貢献」「国際的教養と視野をもった人材の育成」、
さらに「地域社会への貢献」を掲げた。とりわけ、
『中日大辞典』をはじめ、中国研究に一つの重点
を置いているということでございます。  
最後にですね、4 点申し上げましたけれども、東
アジア共同体、鳩山元首相が言っておりましたけ
れども、いずれ私は東アジアにおいては実現しよう
という道もまた出てくる可能性があると考えていま
す。その中で、①アジア主義的性格、②現地主義
と実用主義、③1905年から先駆的に行った社会調
査、中国を対象にしてこんなにも細かくやったこと
がない。欧米でもない。それから、④日中連携を目
的とした中国人人材の育成、こういう 4 点を特色と
した、東亜同文書院の先駆的な実践は、私は教育
の面だけではなくて、アジアの世紀といわれる現在、
日本のアジアへの向き合い方で、今でも大きなヒン
トを与えると思います。例えば一例あげます。最近
学生が海外へ留学するのが大変少なくなっており
ます。大変危惧しております。東亜同文書院の学
生は全員、上海に向かって、そこで上海で色々な
実態を知って中国語を学んだんですけれども、そ
のような経験を一つとっても、大いに学ぶ必要があ
るのではないかというふうに思います。以上、時間
が過ぎて大変恐縮でございます。最後までお残り
いただいて大変感謝を申し上げます。どうもご清聴
感謝いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
